
サ
ケ
マ
ス
流
し
網
禁
止
に
よ
っ
て
、
減
少
す
る
水
産
水
揚
げ
量
を
何
と
し
て
も
最
小
限
に
食
い

止
め
、
沿
岸
水
産
資
源
増
大
に
よ
っ
て
そ
の
分
を
少
し
で
も
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
も
、
沿
岸
水
産

資
源
増
大
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
以
前
に
も
ま
し
て
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
週
号
は
、
主
に
市
水
産
研
究
所
な
ど
が
取
り
組
ん
で
い
る
沿
岸
水
産
資
源
増
大
へ
の
取
り
組

み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

共
に
し

あ

わ
せ
産

み
だ

す

日
本
共
産
党

稚ガニの 1 期手前のもの（市水産研究所ホームページより）

ハ
ナ
サ
キ
ガ
ニ
資
源
増
大
へ

ハ
ナ
サ
キ
ガ
ニ
資
源
の
恒

久
的
利
用
を
は
か
る
た
め
、
市

水
産
研
究
所
で
は
、
資
源
の
維

持
・
増
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
１
６
年
度
か
ら
は
、

道
栽
培
漁
業
振
興
公
社
の
助

成
を
受
け
、
安
定
し
た
ハ
ナ
サ

キ
ガ
ニ
放
流
稚
ガ
ニ
を
確
保

す
る
た
め
に
、
育
成
技
術
の
確

立
を
め
ざ
し
て
、
種
苗
生
産
試

験
に
日
夜
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
年
々
技
術
が

向
上
し
、
放
流
稚
ガ
ニ
の
数
も
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市
水
産
研
究
所
の
技
術
職

員
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り

右
の
表
の
様
に
急
速
に
稚
ガ

ニ
の
生
存
率
が
高
ま
り
ま
し

た
。
特
に
生
存
率
が
上
が
っ

た
２
７
年
は
、
２
月
下
旬
か

ら
３
月
下
旬
に
ヒ
ー
タ
ー
で

水
温
を
８
℃
に
維
持
し
、
給

餌
も
三
種
類
の
餌
を
組
み
合

わ
せ
る
、
水
槽
も
細
菌
の
発

生
を
少
な
く
す
る
丸
底
水
槽

を
一
部
使
用
す
る
な
ど
様
々

な
創
意
工
夫
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

平
成
２
６
年
か
ら
２
８
年

に
は
、
稚
ガ
ニ
を
そ
れ
ぞ
れ

３
１
万
１
千
、
３
３
万
、
３

６
万
尾
友
知
地
先
に
放
流
し

て
い
ま
す
。

総
資
源
量
維
持
に
貢
献

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ

っ
て
、
推
定
総
資
源
量
も
こ

種苗ふ化技術・生存率

H２２年 48.0％

H23 年  37.６％

H24 年  67.1％

H25 年  67.7％

H２６年  81.3％

H２７年  89.5％

H２８年  92.5％

年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。

の
と
こ
ろ
微
増
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

オ
ス
１
７
年
以
上
、
メ
ス

２
０
年
以
上
の
推
定
資
源
量

は
、
３
４
０
万
尾
か
ら
３
６

０
万
尾
前
後
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
推
計
し
て

い
ま
す
。
何
よ
り
も
こ
の
と

こ
ろ
の
安
定
的
な
資
源
量
の

維
持
に
貢
献
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

問
題
は
こ
れ
か
ら
地
域
が

期
待
す
る
よ
う
な
資
源
量
を

増
大
さ
せ
る
た
め
に
は
、
放

流
稚
ガ
ニ
を
３
倍
程
度
増
や

す
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
そ
う
す
る
と
現
在
の

市
水
産
研
究
所
の
施
設
で
は

不
可
能
で
、
何
ら
か
の
形
で

施
設
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る

状
況
で
す
。

ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
も

ハ
ナ
サ
キ
ガ
ニ
資
源
の
増

大
と
と
も
に
期
待
さ
れ
て
い

る
の
が
シ
マ
エ
ビ
の
稚
エ
ビ

ふ
化
技
術
の
向
上
で
す
。
ハ

ナ
サ
キ
ガ
ニ
の
稚
ガ
ニ
生
産

が
終
わ
っ
た
後
、
市
水
産
研

究
所
で
は
シ
マ
エ
ビ
の
稚
エ

ビ
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
昨
年
か
ら
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
す
。

本
格
的
な
取
り
組
み
は
、

今
年
度
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
、
シ
マ
エ
ビ
に
は
、

シ
マ
エ
ビ
な
ら
で
は
の
難
し

さ
が
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
地
元
の
親
エ
ビ
の
確

保
の
問
題
や
ハ
ナ
サ
キ
ガ
ニ

と
比
較
し
て
親
エ
ビ
一
尾
が

抱
卵
し
て
い
る
数
が
極
端
に

少
な
い
（
一
尾
４
０
０
粒
ほ

ど
）
等
々
で
す
。

２
８
年
度
は
、
稚
エ
ビ
３

０
ミ
リ
種
苗
を
何
と
か
２
万

尾
生
産
す
る
技
術
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
安
定
的
に
３
万
尾
の

放
流
稚
エ
ビ
生
産
を
目
指
す

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
資
源
増
大
に
も

さ
ら
に
、
北
特
法
の
基
金

を
活
用
し
て
ナ
マ
コ
、
ウ
ニ
、

ア
サ
リ
、
ホ
ッ
キ
の
資
源
増

大
も
進
め
て
い
ま
す
。
問
題

は
、
資
源
増
大
の
た
め
の
資

金
不
足
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
金

利
政
策
の
影
響
で
今
後
基
金

は
、
平
成
３
０
年
に
は
、
今

年
よ
り
半
減
の
８
千
万
、
翌

年
に
は
７
千
万
円
と
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
資

源
増
大
へ
の
「
地
域
財
源
確

保
」
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。


